
蒼葉祭合唱の部に向けて 
            ―― 校舎内に満ちあふれる美しさと力強さのハーモニー ―― 

           蒼葉祭合唱の部が間近に迫ってきました。各学級では合唱 

          練習に熱が入っており、帰りの会を２０分間延長して合唱に 

磨きをかけています。今週の生徒集会では、合唱発表する順 

番を公開決定するなど、盛り上がりを見せています。 

           蒼葉祭合唱の部は、９月２８日（土）午後１時から体育館 

で         開演いたします。生徒会本部役員によるオープニング・セレ 

モニーに続いて、学年、学級別の合唱演奏と審査時間を利用 

した３年生の創作ダンスが披露されます。そしてエンディン 

グ・セレモニーでの結果発表！ 今年は３年生が一学級のた 

め、全校でいちばん評価が高かった学級にグランプリを授与

します。学年で評価が高かった学級には金賞を授与します。１年～３年を通してどの

学級もグランプリを目指して頑張っています。当日はどんなドラマが待っているでし

ょうか、ご期待ください。なお、当日は第１校時～第３校時（8:25～11:15）を授業

参観とし、すべての授業を公開いたします。保護者の皆様には、休憩及び昼食場所と

して図書室を開放いたしますのでご利用ください。 

合唱の部終了後、午後３時からＰＴＡバザー＆喫茶が家庭科室で開催されます。東

日本大震災の募金活動「心のきずな６１キャンペーン」も行われますので、よろしく

お願いいたします。 

【各クラスの歌と指揮者、伴奏者の紹介】 

 １年生学年合唱曲…『虹を渡って』   指揮 奥山こころ  伴奏 大庭来夢 

  Ａ組合唱曲 … 『行き先』      指揮 上杉萌葉   伴奏 近藤メイア 

  

 

 

 

 

 

Ｂ組合唱曲 … 『COSMOS』    指揮 鈴木穂冬   伴奏 鷹觜 琴 
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発行人 校長 鈴木史良 

  

♪見つからない答えは   自分の中に聞け 

君ならば        気づくはず 

眠っている勇気に    うつむいてはいられない 

さあ深呼吸しよう    新しい風にのれ 

僕らの行き先      今未来へ続く♪ 

♪みんな生命（いのち）を燃やすんだ 

星のように 蛍（ほたる）のように 

光の声が 天（そら）高く聞こえる 

ぼくらはひとつ みんなみんな 

光の声が 天（そら）高く聞こえる♪ 

 

 



 ２年生学年合唱曲…『YELL』      指揮 志村侑香   伴奏 塩﨑 夏 

  Ａ組合唱曲 … 『心の瞳』     指揮 浅野佳大   伴奏 池田和葉 

     

 

 

 

 

 

  Ｂ組合唱曲 … 『さくら草』    指揮 甲斐日菜子  伴奏 大庭柚月 

    

 

 

 

 

 

 ３年生全体合唱曲…『青葉の歌』    指揮 奥山 凪    伴奏 荻野芽生 

  Ａ組合唱曲 … 『あなたへ』    指揮 平山 稜   伴奏 井上瑠南 

 

 

 

 

 

 

地区英語弁論大会での活躍 

 ９月１２日（木）に裾野市生涯学習センターで駿東地区英語弁論大会が開催されま

した。本校代表として３年生の鷹觜桜さんが参加し、熱弁をふるいました。演題は、

「My First Trip Abroad」（私の初めての海外旅行）で、昨年中国へ訪問した時

の思い出や感想を素直な感性で捉え、発表しました。 

 五輪招致のプレゼンでも、日本人が世界の人々の心をうつ 

スピーチがありました。安倍首相も英語で頑張っていました。 

世界の扉を開くためには、まず人としての心、日本人のハー 

トをもつこと、次に英語力だと思います。 

 ＜鷹觜桜さんのスピーチ冒頭部分＞ 

 Have you ever been to China？ I went to China for the first  

time last summer. 

 （あなたは中国へ行ったことがありますか？ わたしは昨年の夏、はじめて中国に

行きました。） 

♪たとえ 過去（きのう）を懐かしみ ふり向いても 

それは 歩いていた人生が あるだけさ 

いつか 若さを失（なく）しても  

心だけは 決して変わらない 

絆で 結ばれている♪ 

♪いつか 旅立つ時がくる 

春 待ちこがれているけれど 

孤独や不安に 立ち向かう 

飛び立つ渡り鳥のように  

思い出 大地に残して 潔くあの大空へ♪ 

思い出 

♪いろんなことがあって 自分を嫌いになった 

なぜ 僕だけがこんな目に遭うと 

他人（ひと）を羨（うらや）んだりもしたさ 

荒（すさ）んだ心に 刺さったのは 

意外な奴（やつ）の言葉だった♪ 

 

 

 

 


